「かながわ女性センター図書館についての陳情」
1． 陳情の要旨

（１）神奈川県立かながわ女性センター図書館を、現在地（藤沢市江の島１－１１－１）に存続させ、県が運営すること。

（２）女性問題の和書では全国一の蔵書数を誇る同図書館の既存の施設・蔵書

を核にして、男女共同参画社会づくりに役立つ、より専門性の高い女性問題図書館に発展させること。

（３）時代に応じた新しい収集体系を構築するとともに、県内の女性の歩みを伝える資・史料を収蔵するアーカイブの役割を持たせること。

（４）研究者や一般利用者が効率よく利用できるように、図書館間のネットワークを緊密にし、電子化を進め、全国どこからでもアクセス可能にすること。

2． 陳情の理由

　かながわ女性センターの設立から２６年経ち、社会情勢は大きく変化しました。その変化に対応できる、規模の大きい専門図書館は全国どこにもありません。

　現在、女性センター図書館所蔵の１１万冊の蔵書の中には、発足時に県内外から寄贈された多くの図書をはじめ、山川菊栄文庫、労働省婦人少年局や国労婦人部資料など、女性運動を学ぶ上で貴重な資料があります。これらは私たちが次世代に伝えるべき宝物です。この宝物を中心にさらなる充実が望まれます。

　また、県内の地域女性史編纂や戦争体験などの聞き取りで集まったおびただしい量の文字及び写真・音声資料の保存施設がなく、廃棄処分されたり、劣化が進んでいます。ひとたび失われたものは元には戻らないので、保存施設の設置は急務と考えます。

　これが実現すれば、初の県立女性センターとして発足し、全国に範を示したかながわ女性センター独自の事業として、ふたたび他自治体から注目されることでしょう。センターの調査研究機能と連携しつつ、国際的な神奈川県にふさわしい文化施設としての発展を切に望みます。
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